





4 年生ではそれぞれ 45 分授業が週 1 コマに相当す
る年間 35 単位時間の「外国語活動」が始まる。5・






































育通論」の受講生 35 名（1 年生 27 名＋ 2 年生以上 8 名）に，授業の冒頭 15 分で，独自に開発したデジタ
ル教材による一斉学習を 5回体験してもらった。英検準 2級のリスニングテストで事前・事後の成績を測定
した結果，受講生全体と 2 年生以上では有意な差はなかったが，1 年生は成績が向上し 5％水準で有意な差
があった。事後に実施した情意面に関する 5件法のアンケートでは，「この教材は楽しい」「このような教材
でもっと勉強したい」という項目で，1 年生の平均値が 2 年生以上より高く，5％水準で有意な差となった。








































































Hasegawa, Kuwana, and Hojo (2019) は，2013 ～ 2015











生 9 名を対象に，ICT を活用してリスニング力養成
を行った研究に，Lauer and Enokida (2010) がある。
彼らは，学生たちに，5 月から 10 月までの 5 ヶ月
間好きな時間に好きな英語学習用ポッドキャストを





























タル教材『太郎と花子の Let’s Learn English!』（長谷川・
安藤，2013：詳細は，長谷川・安藤，2014参照）を使
用した。この教材は，5・6年生の発達段階 3 を考慮
して知的好奇心 4 を喚起し，学習事項が記憶に残る 5
ことを重視したものである。記憶に残すための方法
としては，心理学の知見 6 を応用している。この教
材を構成する全 18 Lessons のトピックは，Hi, friends 
1（文部科学省，2012）に対応した「基礎編 1」が 7 
Lessons， Hi, friends 2（文部科学省，2012）に対応し
た「基礎編 2」が 6 Lessons，独自に設けた「応用編」
が 5 Lessons ある。本研究では，受講生が目にした
可能性があるかもしれない Hi, friends 1, 2 とは関係の
























































　参加者は，U 大学 1・2 年生対象で後期に開講さ
れる「初等英語教育通論」の受講生 35 名（1 年生
27 名＋ 2 年生以上 8 名）であった。この授業は，U
大学において小学校教諭 1種免許を取得する上で必
修となっている。通常，1 年生が受講生のほとんど























のテストは，Hasegawa, Kuwana, and Hojo (2019) の
調査で使用したものと同じである。テストは，マー
クシート方式で，30 問から構成されており，配点







2年生以上の結果を Mann-Whitney の U 検定で比較し































15 分間使用した学習を 5 回実施した授業において，
その事前・事後に実施したリスニングテストの結果
を表 1，表 2，表 3 に示した。表 1 は受講生全体，



















受講生全体 N 平均値 SD 最小値 最大値 t df p r（効果量）
事前テスト 35 14.20 4.708 6 22
-1.713 34 .096 .28（小）
事後テスト 35 15.46 4.828 7 25
表 2　1年生のリスニング力の変化
受講生全体 n 平均値 SD 最小値 最大値 t df p r（効果量）
事前テスト 27 14.15 5.223 6 22
-2.060 26 .050 .38（中）
事後テスト 27 15.93 4.843 7 25
表 3　2年生以上のリスニング力の変化
受講生全体 n 平均値 SD 最小値 最大値 t df p r（効果量）
事前テスト 8 14.38 2.504 11 18
.403 7 .699 .15（小）























て表 4に示した。それぞれ 1年生と 2年生以上の結






と 2.75 で，「どちらとも言えない」にあたる 3より
低く否定的であった。一方，「この教材は楽しいか」
および「このような教材でもっと勉強したいか」と
いう項目では，1 年生の平均値が肯定的な 3.11 と




1 年生と 2 年生以上の平均値はいずれも 3 以上で有
意な差はない。唯一，最後の「将来，英語を聞いた
り話したりできるようになりたいか」という項目で
は，1 年生も 2 年生以上も平均値が他の項目より高







受講生全体 1年生 2年生以上 1年生と 2年生以上の比較
No. 質問 N = 35 n = 27 n = 8 Z p r（効果量）
1) 英語は好きですか？
平均値 2.86 2.89 2.75 .183 .855 .03（ほとんどなし）




平均値 3.37 3.37 3.38 .041 .967 .01（ほとんどなし）




平均値 2.97 3.11 2.50 2.159 .031 .37（中）




平均値 3.51 3.63 3.13 1.260 .208 .21（小）




平均値 3.50 3.65 3.00 1.492 .136 .26（小）




平均値 3.14 3.33 2.50 2.203 .028 .37（中）




平均値 4.03 4.19 3.50 1.846 .080 .31（中）













　今回の調査対象となった U 大学では，2013 ～
2015 年度に，1年生を対象にした習熟度別少人数ク
ラスによる英語力向上の取り組みが行われた。しか












ような傾向は「9 歳の壁」と呼ばれる小学校 3 年生
頃から始まる。9 歳を境に左脳が右脳を徐々にしの
ぎ，成人に近づいていくためである。そのような意






































































大学の大学 1 年生 27 名と 2 年生以上 8 名から成る
合計 35 名を対象に，毎週 1 回，通常授業の冒頭 15
分を利用して，デジタル教材による合計 5回の一斉
授業を実施した。そして，その 5週にわたる最初の






























2 Hasegawa, Kuwana, and Hojo (2019) によれば，2013 ～




と 6.48（1.16），2014 年 度 は 17.04（3.42） と 6.17
（1.31），2015 年度は 15.22（3.64）と 6.00（1.16）で
あった（対象人数は，2013 年度は 40 と 27，2014 年
度は 28 と 24，2015 年度は 37 と 22）。同じく，30 点
満点の英検準 2 級のリスニングテストを実施した結果
は，2013 年度は 13.74（4.54）と 11.23（2.54），2014
年度は 14.86（3.95）と 10.96（2.46），2015 年度は
14.14（4.00）と 10.05（3.02）であった（対象人数は，
2013 年度は 39 と 26，2014 年度は 28 と 24，2015 年度



















について，「第 2 期教育振興基本計画」（2013 年 6 月
14 日閣議決定）では，中学校卒業段階で英検 3 級程度








（菅 , 2008, p.3）として，知的好奇心は「内発的動機










6　心理学の知見から，以下の 5 項目を活用した。1) 学
習の基本である繰り返し（御領・菊池・江草，1993），2)
処理水準説（Craik & Lockhart, 1972; Craik & Tulving, 
1975），3) 自己関連づけ効果（Rogers, Kuiper & Kirker, 
1977），4) 二重符号化理論（Paivio, 1971），そして 
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Abstract
Does Listening Comprehension of University Students with Low English Proficiency Improve 
with the Use of Digital Teaching Materials for Elementary School Children?
 -- Elementary School English Teacher Training --
Shuji HASEGAWA[1]
[1] Faculty of Development and Education, Uekusa Gakuen University
　English listening comprehension is said to greatly transfer to the other language skills. Based on this idea, the purpose 
of this study was to examine whether the listening comprehension of university students with low English proficiency, 
enrolled in a compulsory elementary teacher training class, improved with the use of digital teaching materials for 
5th and 6th graders. This examination was carried out as part of an effort to deepen the students’ understanding of ICT 
teaching materials by actually using them for study. In order to complete the study, 35 students (27 freshmen and 
8 upper year students) attending “An Introduction to Elementary English Education” participated in a group study 
employing originally developed teaching materials. A total of five sessions were held using the first fifteen minutes of 
class every week. The participants’ listening comprehension was measured employing a listening section of the pre-
second grade EIKEN test, which is the officially designated minimum level for students completing senior high school. 
The results showed that the average score of the freshmen increased to produce a significant difference at the 5% level 
between the pre- and post-test, while that of the upper year students produced no difference. A questionnaire employing 
a five-point Likert scale, administered with the post-test, showed that the average score of the freshmen was higher 
than that of the upper year students, producing a significant difference at the 5% level on each reply to the questions: 
“Are these teaching materials interesting?” and “Do you want to study more with these kinds of teaching materials?” 
Therefore, it was suggested that these digital teaching materials for 5th and 6th graders could be utilized for improving 
the low English proficiency of university freshmen.
　Keywords:  Elementary school 5th and 6th graders, Digital teaching materials, English proficiency of university 
students,  Listening comprehension, Elementary school teacher training
